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「

国

家
神
道
」

の

確
立
時

期
に

つ

い

て

は
、

明
治
三

十
三

年
（
一

九
〇

〇
）

、

つ

ま
り
世

紀
転
換
期
に

お

け
る
内

務
省
神
社
局
の

特
立
と

す
る

見

方
が

多
く

、

こ

の

こ

と
は

最
近
の

昭
和
戦
前
期
と

そ

の

前
後
の

時
期
に

関

す
る

「

国
家
神
道
」

研
究
に

お
い

て

も
同
様
だ

が、

そ
こ

で

は
「

国
家
神

道
」

は

「

下
か

ら
の
」

運
動
と

し
て

捉
え

ら
れ

て

い

る
。

こ

う
し
た

「

国

・
冢
神
道
」

の

確
立
を
二

十
世
紀
以
降
に

「

下
か

ら
」

起
こ

っ

た
も
の

と

す

る

見
方
に

つ

い

て

は
、

二

十
世
紀
以

前
か

ら
の

「

国

家
神
道
」

の

連

続
性

は
あ
る

の

か

（

あ
る

い

は

な
い

の

か
）

と
い

う、

幕
末
維
新

期
か
ら

昭
和

の

終
戦
ま
で

の

近

代
を

通
じ

た

「

国
家
神
道
」

の

全

体
像
に

不
明
瞭
な

部

分
も
出
て

く
る

た
め

、

前
世
紀
ま
で

の

「

国
家
神
道
」

と
の

関
連

性
、

さ

ら
に

は

近

代
を
通
じ

た

「

国
家
神
道
」

の

全
体
像
に

お

け
る

具
体
的
な

連

続
性
（
非
連

続
性）

の

検
証
が
課
題

と
し

て

提
起
で

き
る

。

　
そ
こ

で
、

こ

の

課
題
を

今
後
考
え
て

い

く
上

で

テ

ー

マ

と
な
り

得
る

概

念
・

事
柄
と
し

て
、

ま

ず
「

国
家
神
道
」

成
立
の

根
本
理
念
の
一

つ

で

あ

る

神
社

非
宗
教
が
あ
る

。

昭
和
戦
前
期
と

そ
れ

以
降
の

時
期
に

お

け
る

神

社
非

宗
教
（
神
社

非
宗
教
論
）

に

関
す
る

研
究
は

ま

だ

多
く
な
い

も
の

の

着
実
に

進
展
し

て

き
て

お

り
、

今
後
の

研
究
の

蓄
積
に

よ
り、

同

時
期
の

神
社

非
宗
教
（
論
）

の

類

型
化
や

、

ひ

い

て

は

各
時
期
に

お

け
る

神
社
非
宗

教
（

論）
の

政
治
的
・

社
会

的
な
機

能
に

つ

い

て

体
系
化
さ
れ、

「

国

家
神

道
」

の

全

体
像
に

か
か
わ
る

検
証
に

も
つ

な
が
っ

て

い

く
と

考
え
る

。

　
ま
た、

神
社
非

宗
教
の

分
析
を

通
じ

て

は
、

近
代
に

お

け
る

神
社
の

宗

教
面
に

つ

い

て

も
合
わ
せ

て

検
証
さ

れ

て

い

く
こ

と
に

な
る

。

殊
に

昭
和

戦
前
期
は、

「

神
社
問

題
」

に

代
表
さ
れ
る
、

神
社
の

宗
教
・

非
宗
教
を

め

ぐ
る

問
題
が
顕

在
化
し

た

時
期
に

当
た

り、

同
時
期
は

特
に

国
民
の

神

社
に

対

す
る

宗
教
的
な

崇
敬
・

信
仰
が

問
題
の

焦
点
の
一

つ

と
な
っ

た
。

昭
和
戦
前
期
と
そ
の

前
後
の

時
期
に

関
す
る
「

国
民
」

に

着
日

し

た

最
近

の

「

国
家
神
道
」

研
究
の

動
向
を
見
る
に、

今
後
も
様
々

な

研
究
分
野
・

視
点
か
ら

「

国
民
」

運
動
・

活
動
と

し
て

の

研
究
が

進
め

ら
れ

て

い

く
と

考
え
る

が
、

こ

の

よ

う
な

中
で
、

国
民
に
よ

る

神
社
へ

の

崇
敬
・

信
仰
を

め

ぐ
っ

て

は
、

神
社
の

宗

教
・

非
宗
教
を
め

ぐ
る

問
題
の

根
幹
に

か

か

わ

る

事
柄
で

も

あ
り
、

今
後

検
証
さ
れ
て

い

く
べ

き
テ

ー

マ

の
一

つ

に

挙
げ

る

こ

と
が

で

き
る

。

近
代
に

お

け
る

神
社、

殊
に

近
代
に

創
建
さ

れ

た

官

社
ク
ラ

ス

の

神
社
に

対
す
る

国
民
の

神
社
崇
敬
・

信
仰
に

基
づ

く
活
動
に

着
目
し
た
近

年
の

研
究
と
し

て、

山
口

輝
臣

『

明

治
神
宮
の

出

現
』

（
吉

川

弘

文
館

、

平
成

十
七

年
）

が、

「

国

民
」

が

主

体
と
な
っ

た

創
建
運

動

の

過
程
を
提
示
し

て

い

る
。

こ

う
し
た

近
代
以

降
の

、

か

つ

規
模
も
全
国

的
な
神
社
へ

の

創

建
運
動
を
は

じ
め

と

す
る

「

国
民
的」

な

神
社
活
動
か

ら

は
、

民
俗
学
的

な
民
間

信
仰
論
と
は

異
な
る

（

あ
る

い

は

共
通
す
る
）

、

神
社
崇
敬
・

信
仰
論
が

見
出
さ

れ
よ

う
。

神
社
対
宗
教
問
題
に

関
す
る
一

考
察

　
　
　

神

社
参
拝
の

公
共
性
と
宗

教
性

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

藤
田
　
大
誠

　
近

代
の

「

神
社
対
宗

教
問
題
」

（
神

社
問
題）

と

は
、

河
野

省
三

（

当

時、

國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

の

「

神
社
対
宗
教
問
題
の

考
察
」

（
『

神
道

学
』

第
十
一

号、

昭

和
三

十
一

年
）

に

拠
れ
ば
、

「

神

社
崇
敬
を

宗
教
と

し
て

見
る

の

が
適
当
か
と
い

ふ

問
題
」

で

あ

り、
「

更
に

そ
の

や

う
な

神

社
の

性
格
を

我
が

国
の

行
政
上
、

一

般
の

若
し
く
は

特
殊
な
宗
教
と

し
て

取
り
扱
ふ

の

が

よ

い

か
、

そ
れ

と

も
宗
教
を
離
れ
た
］

種
の

国
事
或
は

公

共
的
（
国
家
的、

社
会
的）

儀
礼
と

し
て

取
り
扱
ふ

の

が
適
切
で

あ
る

か
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ど

う
か

と

云

ふ

問
題
」

で

あ
っ

た
。

当
該
問
題
に

お

い

て

は
、

真
宗
や
キ

リ

ス

ト

教
の

関
係
者
ら

に

よ
っ

て
、

政
府
が

行
政
上

の

建
前
と
し
て

き
た

「

神
社

非
宗
教
論
」

の

矛

盾
性
・

欺
瞞
性
が
厳
し
く
追

及
さ

れ、
「

国
家
の

宗
祀
」

か
つ

「

非
宗
教
」

（

道
徳
的）

で

あ
る

べ

き
神
社
か
ら
一

切
の

「

宗

教
色
」

を
取
り
除
く
よ

う
に

政
府
に

迫
り、

各
地
の

神
社
の

「

宗
教
的
行

為
」

を

厳
し
く
非
難
す
る

運

動
が

展
開
さ

れ

た
の

で

あ
る

。

　
し

か

し、

国
民
の

希
望
に

よ

る

「

公
共
性
」

が

集
約
さ
れ
た
神
社
と

し

て

創
建
さ
れ
た、

明
治
天
皇
・

昭
憲
皇
太
后
を

祀
る

極
め

て

新
し
い

「

モ

ダ
ン

」

な

形
式
の

明

治
神
宮
に

お
い

て

大

勢
の

参
拝

者
が

押
し

寄
せ
、

「

宗
教
性
」

溢
れ

る

参
拝
が

な
さ
れ
て

い

た
と

い

う
こ

と
は
、

国
民
・

大

衆
に

と

っ

て

「

神
社
」

と

は、
「

神
社
対
宗

教
」

と
い

う
二

者
択
一

で

は

到
底
割
り
切
れ
な
い

〈

空
問
〉

で

あ
っ

た

こ

と
を

意
味
す
る

。

つ

ま
り、

政

府
と

真
宗
・

キ
リ
ス

ト
教

関
係
者
の

ど

ち
ら
の

主

張
も、

国
民
・

大
衆

の

支
持
を
広
く
得
て

い

た

と

は

到
底
い

え
な

い

の

で

あ
る

。

然
ら
ば、

そ

の

間
に

あ
っ

て、

神
社
界
に

近
い

人
々

の

「

神
社
対
宗
教
問
題
」

に

お
け

る

論
じ

方
は

ど

う
で

あ
っ

た

の

か
、

と
い

う
こ

と

を、

「

神
社
参
拝
（
神

社
崇
敬
こ

の

公

共
性
と

宗
教
性
に

焦
点
を

当
て

て

聊
か

検
討
す
る

の

が

本
発
表
の

目
的
で

あ
る

。

　

近

年、

畔
上

直
樹
は
、

「

神
社

参
拝
」

に

係
わ

る

「

強
制
」

や

「

社
会

的
抑
圧

性
」

を

齎
し

た

大
き
な
原

因
を
、

「

国
民
的
宗
教
」

的
な

神
社
観

を

形
成
し
て

ゆ

く
神
社

界
の

議
論
（
積
極
的
神
社
非
宗
教
論
の

戦
略
的
な

「

偽
装

性
」）

に

求
め

て

い

る
（
『

「

村
の

鎮
守
」

と

戦
前
日
本

　
　
「

国
家

神
道
」

の

地
域

社
会
史
』

有
志

舎、

平
成
二

十
一

年）
。

し
か

し
、

神
社

界
で

は
、

明
治
末
期
か
ら
大
正

期
に

か

け
て、

す
で

に

有
賀
長
雄
の

「

国

教
と

し
て

の

神
道
」

論
に

注
目
し
議
論
を
重
ね
て

い

た
こ

と

か
ら

も
分
か

る

よ

う
に

、

明
治
二

十
年
代
以
来
の

「

祖
先

神
的
」

「

世
俗
的
」

神
観
か

ら

脱
却
し
よ

う
と
し
つ

つ

あ
っ

た
。

大
正

期
以
降、

昭

和
初

年
に

お

け
る

「

神
社
対
宗

教
問
題
」

を
め

ぐ
る

議
論
に

お

い

て
、

神
社

界
で

は、

神
社

に

「

宗
教
的
要
素
」

が
含
ま
れ

る
と
い

う
認
識
で

共
通
し
て

お

り、

そ

の

上
で
、

自
分
た

ち
の

国
家
的
公
共
的
な

「

神
社
」

理
解
に

沿
わ
せ

つ

つ
、

政
府
の

「

神
社
非
宗
教
論
」

を

受
容
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

　

ま
た
、

神
社
界
の

人
々

が
そ
れ
ぞ
れ

戦
略
的
な
配
置
を
認

識
し

つ

つ
、

あ
た

か

も
一

枚
岩
で

あ
っ

た

か

の

よ

う
な
捉
え
方
は
、

聊
か

穿
っ

た

見
方

で

あ
ろ

う
（
最
大
の

課
題
で

あ
っ

た

神
祗
特
別
官
衙
設

置
運

動
で

さ

え
、

そ

の

議

論
の

仕
方
に

つ

い

て

足
並
み

が

揃
っ

て

い

た
訳
で

は

な
い
）

。

そ

の

実
態
認
識
は

共
通
し
て

い

て

も、

そ

れ

ぞ

れ
の

「

語
り
方
」

に

ヴ

ァ

リ

エ

ー

シ
ョ

ン

や
相
違
が
あ
っ

て

も
お
か

し
く
は

な
い

。

こ

の

神
社
界
に

お

け
る

「

語
り
方
」

と

し
て

の

「

神
社
非
宗
教
」

と

「

神
社

宗
教
」

の

互
換

性
は

、

決
し
て

戦
略
的
な
「

偽
装
性
」

を

帯
び

た

も
の

で

は
な

く
、

明
治

末
期
か
ら

勃
発
し
た

「

神
社
対
宗

教
問
題
」

、

即
ち

、

個
人
の

内
面
を
特

に

重
視
す
る

真
宗
教
徒
や
キ

リ
ス

ト

教

徒、

さ
ら

に
は

宗
教

学
者
ら
に

よ

っ

て

「

神
社
」

の

現
状
批
判
の

道

具
と

し
て

持

ち
出
さ

れ
て

き
た

、

〈

肯

定
的
概
念〉

と

し
て

の

「

宗
教
」

な
る

言
葉
の
一

般
的
流
布
を
梃
子
に

し

た
、

神
社
界
に

よ
る

素
直
な
カ

ウ
ン

タ

ー

の

表
現
と

見
る
べ

き
で

あ
る

。

言
い

換
え
れ
ば
、

従
来
「

宗
教
」

概
念
を
用

い

な

く
と

も
説
明
出
来
て

い

た
は

ず
の

「

神
社
」

で

さ
え、
「

宗
教
」

な
る

言
葉
を

介
さ
な

け
れ

ば、

そ
の

「

本
質
論
」

を
語
る

こ

と

が
出
来
な

く
な
っ

て

い

た
の

で

あ
る

。

真

宗
・

キ

リ
ス

ト

教
勢
力
や
政
府
の

如
き

「

宗
教
／
非
宗
教
」

と

い

う
二

者

択
一

で

は
な

く、

神
社
の

国
家

性
・

公

共
性
の

重

視
は

保
持

し
つ

つ

も

「

宗
教
ー
非

宗
教
」

と
い

う
振
り
幅
で

捉
え
る

瞹

昧
か
つ

柔
軟
な
見
方
は

、

68（790）
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結
果
的
に
国
民
・

大
衆
の

感
覚
と
そ

う
隔
た
り
は
無
か
っ

た
の

で

は

な
か

ろ
う
か

。

無
格
社
整
理
と
神
祗
院

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

藤
本
　
頼
生

　
「

国
家
神
道
」

研
究
の

上
に

お
い

て

「

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
」

と

時

代
区
分

さ
れ
る
時
期
の

神
祗
政
策
の

象
徴
と

し
て、

よ

く
引
き
合
い

に

出
さ
れ

る

も
の

に、

内
務
省
の

外
局
に

あ
た
る

神

祗
院
が
あ
る

。

　
神
祗
院
は
、

昭

和
十
五

年
十
一

月
八

日

に

出
さ
れ

た

勅
令
第
七
三

六

号、

神
祗

院
官
制
の

第
一

條
で

は
、

「

神
祗
院
ハ

内
務

大
臣
ノ

管
理
二

属

シ

左
二

掲
グ

ル

事
務
ヲ

掌
ル
」

と

さ
れ

、

そ
の

管
掌
事
務
は

、

＝

神
宮

二

関
ス

ル

事
項、

二

官
国
幣
社
以

下
神
社
二

関
ス

ル

事
項、

三

神
宮
及

神
職
二

関
ス

ル

事
項、

四

敬
神
思
想
ノ

普
及
二

関
ス

ル
」

の

四

事
項
と

さ
れ

た
。

こ

の

わ

ず
か

五

年
余
の

神
祗
院
時
代
の

諸
政
策
を

含
め
、

当
該

行
政
機
関
の

概
説
・

概
要
を

述
べ

た

も
の

と

し
て

は
、

戦
前
期
の

小
室
徳

『

神
道
復
興
史
』

を
は

じ
め
、

戦
後

、

村
上

重
良
や

西

田
広
義、

赤
澤
史

朗、

阪
本
是
丸

、

櫻
井
治
男
ら
の

業
績
が

あ
り、

近

年
で

は
、

藤
田
大
誠

の

論
考
も
挙
げ
ら
れ

る
。

昭
和
初
期
の

神
社
行
政
の

上

で

象
徴
的
な
事
象

で

も
あ
る

神
祗
院
に

つ

い

て

の

研
究
は

、

今
後、

比

較
的
論
考
の

少
な
い

大
正

後
期
か

ら
昭

和
初

期
の

神
道

史
研

究
や

い

わ

ゆ
る

「

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
」

の

神
社
や
神
職
の

あ
り
様
を
窺
う
上
で

も
必
須
と

な
る

も
の

と

考
え

る
。

　
こ

う
し
た

先
行
研
究
に

対
し
て、

近

年、

歴
史
学
の

立

場
か
ら
畔
上

直

樹
が
『

「

村
の

鎮
守
」

と

戦

前
日
本
』

の

書
に
お
い

て
、

明
治
末

年
か

ら

大
正

初
期
に

行
わ
れ

た

神
社
整
理
施
策
に
つ

い

て

の

考
察
に

加
え、

赤
澤

史
朗
の

先
行
研
究
を

受
け
て

大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
の

神
社
行
政
に

つ

い

て

の

明
確
化
と

地
域
神
社
と

神
職
の

社
会
活
動
に
つ

い

て

の

考
察
を

行

い
、

大
正
末
期
以

降、

昭
和
初
期
の

神
道
史
研
究
の

進
展
の

必
要
性
を

述

べ

て

い

る
。

畔
上

は
、

赤
澤
の

用
い

た

「

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム
」

、

あ
る

い

は

畔
上

の

「

超
國
家
主

義
11

宗
教
フ

ァ

シ

ズ

ム
」

と

い

っ

た

観
点
か
ら

近

代
の

神
社
・

神
道
と

国
家
と
の

関
わ

り
を
論
じ

よ

う
と

す
る

作
業
を
試
み

よ

う
と

し
て

お

り
、

こ

う
し
た

研
究
の

動
向
と

も
相
俟
っ

て
、

最
近
で

は
、

阪
本
是

丸
が

「

「

日
本
フ

ァ

シ

ズ
ム
」

と

神
社
・

神
道
に

関

す
る

素

描
」

の

論
考
に
て

「

国
家
神
道
」

研
究
の

み
な
ら
ず、

近
代
日
本
と

は

な

に

か、

戦
後
日
本
と

の

連
続
性、

不
連
続
性、

あ
る
い

は
近
現
代
の

神
社

神
道
と

社
会、

国
家
と
の

関
わ

り
を

論
じ、

当
該
時
期
の

分
析
を
試
み

て

い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

昭
和
初
期
の

神
道
史
の

動
向
の

上

で

ま
さ
に
象
徴
的

事
象
と

も
い

え
る

神
祗
院
に
関
す
る

研
究
は
、

神
祗
院
自
体
が
わ

ず
か

五

年
し
か

存
続
し
な
か
っ

た

行
政
官
庁
で

も
あ
っ

た

た
め
、

従
前
の

研
究
で

は
、

そ
の

設
立
に

か
か
わ

る

問
題、

つ

ま
り
神
祗
官
興
復
運
動
や
神
社
法

の

制
定
と
い

う
神
祗
特
別
官
衙
設
置
や
神
祗
法
制
に

関
す
る
問
題、

あ
る

い

は

官
制
の

神
社
制
度
調
査
会
で

の

論
議
と

い

う
神
祗
院
設
置
に
関
わ

る

前
提
問
題、

経
緯
に
つ

い

て
の

考
察
が

主
で

あ
っ

た
こ

と
も
あ
っ

て、

具

体
的
な
神
祗
院
時
代
の

行
政
施
策
の

内
容
に
つ

い

て

こ

れ
を
検
討
し
た

も

の

は
殆
ど
な
か
っ

た
。

　

そ
こ

で、

本
発
表
で

は
、

神
祗
院
で

な
さ
れ
よ

う
と

し
た

行
政
施
策
の

な
か
で
、

特
立
時
に

新
た

に
設
け
ら
れ
た
事
務

分
掌
で

あ
る
敬

神
思
想
の

普
及
以
外
に
明
治
末
か
ら
大
正

初
年
に
実
施
さ
れ
た

神
社
整
理
施

策
と

も

関
連
す
る

「

無
格
社
の

整
理
」

施
策
が
あ
る

こ

と

か
ら、

当
時
の

担
当

者

（791）69
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